




朱鞠内湖における動物プランクトンの出現状況を明らかにするため， 2002年 5月から2008年 1月に
かけて 36回の調査を実施した。調査地点は 8地点で， Sta. 1，2，3については鉛直方向の調査も実施した。
調査地点や調査深度は年度ごとに異なっており， トータルのサンプル数は238である (Table1)。





。 。 ?Table 1.調査地点 ・調査深度とそれぞれの年度ごとの調査回数
1・30 2-0 2・5 2・10 2・20 3-0 3-5 4・o5-0 6-0 7・0
4 4 344 0 4 4 4 0 
040 4 4 4 033 4 0 
060 5 460 6 5 6 0 
060 6 660 6 5 5 6 
065 5 5 565 6 5 0 
o 6 6 0 000 0 0 0 
040 4 0 0 0 0 0 0 0 

























以深の 2つのグノレープに分けられ，また，水深 5m以浅のグ、ループは，表層と水深 5mのサブグループ
に分けられた。つまり，朱鞠内湖では鉛直方向(同じ地点)よりも水平方向(同じ深度)で動物プラン
クトン相が類似している傾向があるといえる。表層8地点では西部のSta.7が他の地点とは異なっており，
また，沖部の Sta.1，2と，沿岸に近い Sta.3， 4， 5， 6， 8がそれぞれグループ化された。
0長期変化と季節変化
Table 1 
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る こ と が 多 く ， 夏 に は ノ ー プ リ ウ ス 幼 生 ， 秋 に は コ ベ ポ デ 、イ ド 幼 生 が 多 い 傾 向 が あ っ た 。 ま た ， カ イ ア
シ 類 は 調 査 し た 7 年 間 で 徐 々 に 夏 か ら 秋 の 密 度 が 高 く な っ て い る ト レ ン ド も 認 め ら れ た 。 枝 角 類 は ， ホ
ロ ミ ジ ン コ (H o lop e dium gibberum) ， ニ セ ゾ ウ ミ ジ ン コ (B os iminopsis deitersi) ， ゾ ウ ミ ジ ン コ (B osmin a
longirostris) が 主 要 種 で あ っ た 。 特 に ， ホ ロ ミ ジ ン コ は ， 朱 鞠 内 湖 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン で 、 最 大 の バ イ オ マ
ス を 占 め る と 考 え ら れ る 。 ワ ム シ 類 は ， カ イ ア シ 類 と 対 照 的 に 水 深 1 0 m 層 よ り も 表 層 に 多 い 傾 向 が み ら
れ た 。 ワ ム シ 類 の 主 要 種 は ， ハ ネ ウ デ ワ ム シ (P o lyarthra vulgaris) ， カ メ ノ コ ウ ワ ム シ (K eratelα coch learis) ，
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F ig .l . 地 点 別 の 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 類 似 性
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F i g .  2. St a. 2 の 表 層 と 水 深 10 m 層 に お け る (A ) カ イ ア シ 類 ， (B ) 枝 角 類 ， (c) ワ ム シ 類 の 密 度
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